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          ↑影森中学校の玄関にある、小嶋登先生の直筆の歌詞 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑正門近くにある「旅立ちの日に」の石碑     ↑音楽室にある、作曲した当時のピアノ 

  

この曲を作曲した坂本浩美先生は、次のように語っています。 

『１９９１年３月、埼玉県秩父市立影森中学校の卒業生に、「卒業生を送る歌」としてプレゼントしたのがこの

曲です。他校から一緒に影森中学校の校長先生として着任された小嶋登校長先生のお声がけにより、「歌声の

響く学校にしよう」を合言葉に、学校全体で心を合わせ、いろいろなことに積極的に取り組む日々が続きまし

た。それから３年後・・・卒業式前に学校が生まれ変わる原動力となった３年生のために、世界に一つしかな

い贈り物をしたい・・・そう考えた時に曲を作ることを思いつきました。ちょうどその年は小嶋校長先生が退

職される年でもあり、詩を書いていただくことをお願いしました。素敵な詩は一晩でできあがり、私も詩をい

ただいた朝、１５分ほどの間に旋律が沸き上がるように生まれてきました。そして「３年生を送る会」のステ

ージでサプライズとして先生方全員で歌ったのが初演となります。その後憧れだった松井孝夫先生に、すばら

しい混声三部合唱に編曲していただき完成しました。』（教育芸術社 中学生の音楽２・３年下 研究編より） 

  この曲は、たった一度きり「３年生を送る会」で教職員たちから卒業生に向けて歌うためのサプライズ曲の

はずだったそうです。しかし、翌年からは生徒たちも歌うようになり、それがきっかけで周りの中学校でも歌

われはじめ、今では卒業式の定番曲として全国の中学生に歌われています。 


